
（別紙１） 

尼崎市支え合いを育む人づくり支援事業 教育・研究活動事業実績報告書 

教育・研究活動名 
地域コミュニティづくり―｢インクルーシブな社会作り」「警察と協力し、地域の安全を守る」 
「子どもの居場所づくり」「地域の団体と協働して地域貢献に携わる」の４つの取り組み 

申請大学・高校等名 

大学及び 
高校等名 

兵庫県立尼崎小田高等学校 

活動 
グループ名 

普通科探究 「あまおだ地域応援隊」 
参加学生
等人数 

  85人 

指導責任者名 
及び連絡先 

学部・学科等
名称 

普通科 

責任者氏名      難波 滋 
連絡先 
電話番号 

  

E-mail  

協働する市民活動団
体及び代表者名 

団体名 杭瀬小学校地域学校協働本部 

代表者氏名 大槻 真佐子 
連絡先 
電話番号 

 

E-mail  

教育・研究活動 
目標 

① 地域の高齢者、障がいを持つ方を対象に、平時から支援できる体制を整える。その
事により、住みよい街つくりに貢献できる。② 尼崎南警察と協働し、交通安全啓発等の
地域安全に取り組む③ 地域の就学児を対象に見守り、読み聞かせ等を行い、町全体
で子供たちを育てる体制を整える。④ 地域住民、団体と協働して、地域の活性化を行
う。 

活動内容及び 
実績、評価 

（活動内容、発表会）   
活動内容： 別紙報告 
発表会：12月 16日(小田南生涯学習プラザ) 
     1月 31日、2月 3日（本校で実施） 
（評価）      
①学生 
多くの経験をすることで、地域の方々と繋がることの大切さ、協働の大切さを理解し、 
生徒自身が地域に生活する住民であるという事を学べた。 
また、平時より顔の見える関係の必要性も学べた。 
 
②市民活動団体の活動者  
高校生と協働することにより、高齢者はじめ、障がいを持つ方、地域の方々に安心ができ
た。 
今後も地域で地元の高校生を育てていくという自覚が持てたと思われる。 
 
③指導教員の視点を踏まえて、次の項目について評価・分析したものを掲載してくださ
い。 
この取り組みを通して、『高校』という場をより地域の方々に知って頂き、活動を通して、信
頼関係を築き上げ今後も高校が地域のハブとなれるよう活動を続けていきたい。 
生徒自身がこれほど地域住民との関わりを大切なものと感じているとは想定以上であっ
た。 

※ 報告書の内容及び掲載写真は、市報、ＨＰ等の市の発行する媒体への掲載される場合がありますので、事前に
学生等の同意を得た上で、提出をお願いします。 

 
 
 
 
 



 


